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ENERGY STAR®外部電源装置（EPS）関係者各位： 
 
ENERGY STAR EPS基準バージョン2.0が確定し、2008年11月1日に発効する予定であることを通知する。

策定期間における貴重な意見は、本基準の策定において不可欠なものであった。 
 
ENERGY STAR EPS適合基準バージョン2.0は、本書に添付されている。関係者からの意見を慎重に検討し、

バージョン 2.0 確定基準に向けて以下の変更が加えられた。 
 
▪ 力率要件は 115 ボルト試験のみに適用されるように修正された。230 ボルト試験条件で試験される製品

は、この電圧において力率要件を満たす必要はない。115 ボルトおよび 230 ボルトの両方で動作する設

計の製品については、115 ボルトで試験される際に力率要件を満たさなければならないが、230 ボルトで

試験される際にはその必要はない。 
▪ 最新のコンピューター基準（バージョン 5.0）および画像機器基準（バージョン 1.1 の第 2 段階）の発効

後、EPS を有する適合モデルは、その EPS の製造日がそれぞれ 2009 年 7 月または 2009 年 4 月より前

であっても、EPS 基準バージョン 2.0 要件を満たす EPS を備えていなければならないことを明確にする

ために、第 6 章 A.に文言が追加された。 
▪ 適合 EPS を有する主として携帯用の製品（Primarily Portable Products）に対する発効日は、2008 年 7

月 1 日から 11 月 1 日に延期された。明確にするために、EPA は、EPS 基準バージョン 2.0 の第 5 章お

よび第 6 章に説明されている、関係するすべての発効日を以下の表にまとめた。 
▪ 国際効率表示協定（the International Efficiency Marking Protocol）の文章（第 8 章）は、力率が ENERGY 

STAR EPS 基準バージョン 2.0 において対象とされる性能基準の 1 つであることを受けて、力率要件に

対処するために、適用可能な箇所に修正が加えられた。 
▪ 本書の明確性を高めるために、細部の文章修正が行われた。 
 

ENERGY STAR 製品区分 EPS 要件バージョン 2.0 の発効日 

EPS 2008 年 11 月 1 日 
適合 EPS を有する主として携帯用の製品 2008 年 11 月 1 日 
電話製品 2008 年 11 月 1 日 
テレビ 2008 年 11 月 1 日 
セットトップボックス 2009 年 1 月 1 日 
画像機器 2009 年 4 月 1 日 
コンピューター 2009 年 7 月 1 日 
モニタ モニタ基準バージョン 5.0 の完成によるため未定 
オーディオ／DVD 現行のオーディオ／DVD 基準の改定によるため未定 

 
関係者の意見および、それらを基準に取入れたか否かに関するEPAの論理的根拠の解説（すなわち、EPAの

回答）は、今後 2～3 週間のあいだにENERGY STARウェブサイトで入手可能となる予定である。公表予定

の EPA の 回 答 、 各 関 係 者 の 意 見 、 お よ び す べ て の 基 準 草 案 は 、 基 準 策 定 ウ ェ ブ ペ ー ジ



（www.energystar.gov/productdevelopment）の既存製品基準の改定ページ（the Revisions to Existing 
Product Specifications）にて閲覧可能である。 
 
今後の数ヶ月間、EPAは、新たなバージョン 2.0 基準におけるEPSのENERGY STARパートナー継続方法を

説明する個別の文書を、すべての関係者に提供する予定である。本基準が 2008 年 11 月 1 日に発効した後、

製造事業者は、製品をENERGY STAR適合として販売促進するために、2 つの取組みを実施しなければなら

ない。第 1 に、製造事業者は、新たな事業者登録申請書（Commitment Form）を提出することにより、バー

ジョン 2.0 基準のもとパートナーとして再び参加表明しなければならない。第 2 に、製造事業者は、

www.energystar.gov/ops上のオンライン製品届出（OPS: Online Product Submittal）ツールを利用して、EPA
の確認用に適合製品データを提出し、バージョン 2.0 基準のもと製品を適合としなければならない。2008 年

10 月 31 日までに更新された事業者登録申請書（Commitment Form）を提出しなかった製造事業者は、

ENERGY STARパートナーリストから削除される。 
 
EPAは、EPS基準改定作業において意見を提出したすべての関係者に対して、感謝の意を表する。EPAを代

表し、関係者の本基準策定への参加を感謝し、エネルギー消費効率のよいEPSの適合と販売に伴い各関係者と

協力していけることを期待している。本基準またはパートナーシップ取得手順に関して質問や懸念がある場合

は、EPAのAndrew Fanara（(206) 553-6377 または Fanara.Andrew@epa.gov）に連絡して欲しい。 
 
Best Regards, 
 
Andrew Fanara, EPA Product Manager 
ENERGY STAR Product Development 
U.S. Environmental Protection Agency 
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